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県立病院の概要

区 分 病院名 病床数 所在地 備 考

総合病院

尼崎総合医療センター ７３０ 尼崎市 H27.7 旧塚口病院と統合し開院

西宮病院 ４００ 西宮市 R8 西宮中央市民と統合再編予定

加古川医療センター ３５３ 加古川市 第一種・第二種感染症指定医療機関

はりま姫路総合医療センター ７３６ 姫路市 R4.5 製鉄記念広畑病院と統合し開院

丹波医療センター ３２０ 丹波市 R4.4 回復期リハ病棟運用開始

淡路医療センター ４４１ 洲本市 淡路島内唯一の公立病院かつ中核病院

専
門
病
院

精神 ひょうごこころの医療センター ２５４ 神戸市北区 県内唯一の公立単科精神科病院

小児 こども病院 ２９０ 神戸市中央区 小児中核病院、H28ポートアイランドへ移転

がん がんセンター ３６０ 明石市 R9 現地建替整備予定

粒子線による
がん治療

粒子線医療センター ５０ たつの市 ２種類の粒子線治療が可能な世界初の施設
粒子線医療センター附属
神戸陽子線センター － 神戸市中央区

(こども病院に隣接)
こども病院と一体となった小児がんへの対応

高度救命救急
・災害医療 災害医療センター ３０ 神戸市中央区 全国初、自治体設立の災害医療センター

リハビリ
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ中央病院 ３３０ 神戸市西区 R3.4～スポーツ医学研究センター開設

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ西播磨病院 １００ たつの市 県西部のリハビリテーション医療を牽引

合計 ４,３９４ ー

① 全県や２次医療圏域内の拠点病院としての高度専門・特殊医療を中心とした政策医療の提供
② 県立病院の他に中核となる医療機関がない地域における地域医療の確保

役 割
03
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令和６年度 病院局主要事業

病院事業では、医療を取り巻く環境の変化や前方策の点検評価から見えた課題に的確
に対応するため、令和６年３月に、新たに第５次病院構造改革推進方策を策定した。

第５次病院構造改革推進方策に掲げる基本理念である「県民と地域から信頼され安心
できる県立病院づくり」を実現するため、４つの基本方針に沿って事業を展開していく。

04

運営基盤の
強化

収支構造の
最適化

変革する医療への
的確な対応

医療の質の
更なる向上

基本方針（柱）

⑴ 医師・看護師等の県立病院を支える医療人材の確保・育成
⑵ 働き方改革の推進
⑶ 患者満足度の向上
⑷ 相応しい経営形態の検討

⑴ 抜本的な経営改革に係る取組
⑵ 適正な設備投資・施設管理
⑶ 一般会計負担の考え方

⑴ 診療機能の高度化
⑵ 機能分化・連携強化
⑶ 診療の効率化と安全な医療の両立
⑴ 地域医療構想・地域包括ケアシステムへの対応
⑵ 平時を含む新興感染症等への対応
⑶ 病院ＤＸの戦略的展開

項目

基本理念

県民と地域から信頼され安心できる県立病院づくり

病院事業方針
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Ⅰ. 医療の質の更なる向上
１ 診療機能の高度化

05
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

（１）がん医療
① 「兵庫県がん対策推進計画」等で定められる役割や地域の医療提供

体制を踏まえ、関係機関と連携しながら、集学的治療や緩和ケアの
提供等、高度専門的かつ各患者に最適ながん医療を提供する。

② がん診療連携拠点病院において、人材育成や相談支援等の機能強化
に取り組む。

③ がんゲノム医療拠点病院等において、がんゲノム医療を推進する。
④ 神戸陽子線センターにおいて、粒子線医療センターや隣接のこども

病院と連携し、全ての世代の患者に対して身体への負担が少ない粒
子線治療を提供

各病院の役割や地域の医療提供体制を踏まえ、必要な医療機器や診療機能・体制を
整備・構築し、県民・地域から必要とされる高度専門・特殊医療を提供する。

【がん診療連携体制】

（２）循環器疾患医療
① 「兵庫県循環器病対策推進計画」や地域の医療提供体制を踏まえ、

循環器疾患の急性期医療機関として、発症後早期に高度専門的な
循環器医療を提供する。

② 尼崎総合医療センター及びはりま姫路総合医療センターにおいて、
低侵襲でより安全な治療の提供が可能となるハイブリッド手術室
を活用したカテーテル治療を行う。

【ハイブリッド手術室（姫路）】
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Ⅰ. 医療の質の更なる向上 06
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

（３）糖尿病医療
① 「兵庫県保健医療計画」で定められる役割及び地域の医療提供体制を踏まえ、

専門的な糖尿病医療を提供する。
② はりま姫路総合医療センターの糖尿病・内分泌センターにおいて、地域の医療

機関等と連携を図り、心疾患等の合併症を有する患者への治療を提供する。

（４）精神医療
① ひょうごこころの医療センターにおいて、精神科の急性期・救急医療、

児童思春期医療、アルコール依存症等への専門治療を充実・提供する
とともに、地域の関係機関との連携により地域移行を促進する。

② 精神科身体合併症病床を有する、尼崎総合医療センターや、はりま
姫路総合医療センター等と連携し、身体合併症患者への対応強化等
を推進する。

【児童思春期センター（こころ）】

（５）救急・災害医療
① 本県のどこにいても急傷病時に安心して診療を受けられるよう、災害

医療センターを中心に、２次、３次救急医療の提供・充実を図る。
② 基幹災害拠点病院である災害医療センターは、阪神・淡路大震災の

教訓・経験を踏まえ、救急・災害医療従事者への研修を行い、広域
的な救急・災害医療の充実に貢献する。

【DMAT養成研修（災害）】
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Ⅰ. 医療の質の更なる向上 07
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

（６）小児・周産期医療
① 小児救命救急センター、周産期母子医療センター等の指定病院を

中心に、安心して産み子育てできる兵庫の実現を医療面から支え
られるよう、高度専門的な小児・周産期医療を提供する。

② 尼崎総合医療センター及びこども病院は、小児救命救急センター
として重篤な小児救急患者を24時間体制で受け入れるとともに、
医師、看護師等に対する小児救急医療の臨床教育を実施する。

（７）へき地医療
へき地診療所等への医師派遣や、へき地医療を担う若手医師への
研修・指導、遠隔医療等を行い、へき地における医療維持、医師
の養成・派遣に貢献する。

【新生児集中治療室（こども）】

（８）新興感染症等医療
新型コロナウイルス感染症拡大下において県立病院が果たしてきた役割
や経験・教訓等を踏まえ、新興感染症流行時に全県民が必要な医療を受
けられるよう、「兵庫県感染症予防計画」に基づき、重症患者等を中心
とした患者の受け入れを確実に遂行する。
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Ⅰ. 医療の質の更なる向上 08
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

（９）リハビリテーション医療

① リハビリテーション中央病院及び西播磨病院は、県内のリハビリ
テーション医療の中核病院として、安全で質の高い先導的なリハ
ビリテーション医療の提供・充実に取り組む。

② スポーツ立県ひょうごの実現を医療面から支えられるよう、疾患
に沿って適切な診断、高度な治療・リハビリテーションを提供する。

【スポーツ医学診療センター（リハ中）】

（10）臨床研究

① 県立病院の医療水準や医薬品等の安全性の向上を図るため、受託研究や臨床研究等
を推進するとともに、研究支援体制の充実に取り組む。

② はりま姫路医療センターにおいて、兵庫県立大学先端医療工学研究所等と連携し、臨床
研究や新しい医療機器の開発を推進する。

病院 試験概要

尼崎 進行・再発肺がん患者を対象に、ニボルマブ、ベバシズマブ及びカルボプラチン等
の治療薬の併用投与の効果を検証する共同試験に参画

がん 化学療法後の進行卵巣がん患者を対象に、維持療法（再発抑制）として抗悪性腫瘍
剤オラパリブを投与した効果を検証する共同試験に参画

〈県立病院で実施し実用化に至った臨床研究例〉
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Ⅰ. 医療の質の更なる向上
２ 機能分化・連携強化

① 各病院が担うべき役割や機能を明確にし、他の医療機関との役割分担・連携のもと、
政策医療を効果的かつ効率的に提供する。

② 医師等の派遣やＩＣＴを活用した診療情報連携や遠隔医療、医療機器の共同利用等
の推進により、他の医療機関や関係機関との連携強化を推進する。

③ 西宮総合医療センター（仮称）、がんセンターの建替整備を着実に進め、高度専門・
特殊医療の更なる充実等に取り組む。

09
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

【TVカンファレンス（尼崎）】

項目 尼崎 西宮 加古川 姫路 丹波 淡路 こころ こども がん 粒子線 陽子線

紹介率 (%) R4 71.3 102.8 91.0 75.7 69.3 77.5 82.3 84.9 97.7 100.0 100.0
R5 76.7 102.7 88.3 77.1 72.0 79.8 86.0 86.2 97.5 100.0 100.0

逆紹介率(%) R4 90.8 106.8 78.9 81.9 105.2 73.6 38.9 66.3 79.1 100.0 100.0
R5 101.4 79.0 85.5 75.7 117.7 81.0 34.5 73.4 65.2 100.0 100.0

概要 参加病院
遠隔医療教育ネットワークによる
ＴＶカンファレンス 尼崎、丹波、公立豊岡、神戸大学等

テレビ会議システム等を活用した
キャンサーボード がん、こども、粒子線、陽子線

こども病院及び地域中核病院の
医師による遠隔診療 こども、丹波、淡路、公立豊岡

遠隔病理診断ネットワークによる
カンファレンス 淡路、神戸大学、長崎大学等

〈遠隔医療の取組例〉

※紹介率＝(紹介患者数＋救急患者数)÷初診患者数（救急患者除く）×100
逆紹介率＝逆紹介患者数÷初診患者数（救急患者除く）×100
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Ⅰ. 医療の質の更なる向上

○ 整備場所：西宮市津門大塚町（アサヒビール西宮工場跡地）
○ 延床面積：約56,500㎡
○ 病 床 数 ：552床

○ 診療科目：35科
○ R6当初予算額：152.8億円（全体事業費 約561億円）
○ スケジュール：R5～R8年度：建設工事・開院

（完成予想図）
整備概要

10
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

（１）西宮総合医療センター（仮称）の整備
県立西宮病院と市立中央病院を統合再編し、西宮市域及び阪神圏域における中核的な

医療機関として、高度急性期・急性期医療を担う新病院整備を推進する。

救命救急センター 20床
地域周産期母子医療センター 16床
集中治療病床 20床
精神病床 8床
その他高度急性期・急性期病床 488床

・西宮市域及び阪神圏域における高度急性期・急性期医療を
担う中核的な医療機関としての機能を充実

・阪神南部の救命救急センター等との役割分担と連携を考慮
しながら救急医療体制を充実

・医師等医療従事者に対する育成・研修機能を充実

主な機能
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Ⅰ. 医療の質の更なる向上

○ 整備場所：現地建替（明石市北王子町）
○ 延床面積：約41,000㎡
○ 病 床 数 ：360床

○ 診療科目：23科
○ R6当初予算額：108.8億円（全体事業費 約428億円）
○ スケジュール：R5～R9年度：建設工事・開院

整備概要

11
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

（２）がんセンターの建替整備
均てん化が進む中でも、県内がん医療のリーディングホスピタルとして最先端の高度な

がん医療を提供するとともに、がん患者の最後の砦となる専門病院として整備する。

一般病床 333床
緩和ケア病床 15床
集中治療病床 12床

・がん診療におけるリーディングホスピタルにふさわしい最先端
のがん医療の提供や、医療機関に対する教育・研修等を実施

・粒子線医療センターや神戸陽子線センター、こども病院、その他地域
医療機関と綿密に連携し、総合的ながん医療の充実を図る

・がん医療相談体制の充実をはじめ、治療と仕事の両立支援の強化や
学校でのがん教育への協力など、社会的支援を積極的に実施

主な機能

（完成予想図）
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Ⅰ. 医療の質の更なる向上
３ 診療の効率化と安全な医療の両立

12
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

（１）診療機能の効率化
① 医療の標準化・効率化等を図るため、クリニカルパスの充実や適用率の向上、ＰＦＭ

の推進等に取り組む。
② 専門センター制の導入や、多種多様な医療スタッフが協働して患者の状況に的確に

対応するチーム医療を推進し、良質な医療を効果的かつ効率的に提供する。

（２）医療安全対策等の推進
① 医療安全に関する会議・研修会の開催など、

病院局と各病院が一体となって、組織的に
医療における事故の発生防止に取り組み、
安心・安全な医療を提供する。

〈R5実績〉医療安全会議 ３回
医療事故防止研修会 82回

② 外部評価機関による評価の受審・更新に努
め、医療の信頼性向上を図る。

〈医療安全管理体制〉

リスク管理委員会

【病院局体制】

病院運営会議

【病院横断体制】【病院体制】

医療安全管理責任者

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部会

医療安全管理委員会

医療安全管理者

各職種別会議

病院事業管理者

病院長

医療安全会議

項目 尼崎 西宮 加古川 姫路 丹波 淡路 こども がん 粒子線 陽子線
クリニカルパス
適用率(%)

R4 69.4 47.1 48.6 45.3 33.7 50.0 37.1 65.2 100.0 100.0
R5 70.8 56.9 52.9 50.3 37.5 36.3 43.5 64.9 96.9 100.0
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Ⅱ. 変革する医療への的確な対応
１ 地域医療構想・地域包括ケアシステムへの対応

① 「兵庫県地域医療構想」等を踏まえ、各病院の地域性や専門性に応じた高度急性期・急性期、
回復期、予防医療を提供する。

② 医療や介護が必要な状態となっても、可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らし
を最後まで続けることができるよう、地域が一体となり住まい・医療・介護・予防・
生活支援を提供していく「地域包括ケアシステム」の構築を支えるため、医療福祉相談員
の増員等による入退院調整機能の強化や後方病院、保健・福祉等の関係機関との連携強化
を推進し、患者の在宅復帰・地域移行支援等の充実を図る。

２ 平時を含む新興感染症への対応

① 県と締結する医療措置協定に基づき、新興・再興感染症発生時の病床確保等のシミュ
レーションや医療人材の育成に取り組む。

② 重症患者や特別な配慮が必要な患者への重点化等、県立病院の役割を継続的に果たすため、
健康福祉推進協議会への参画等により、医療機関間の役割分担と連携強化を推進する。

役割 病院
感染症指定医療機関 発生直後の患者受入 尼崎、加古川、丹波、淡路
協定締結医療機関 流行初期からの病床確保、患者受入 総合６病院、こころ、こども、がん
後方支援医療機関 回復患者の受入 リハ中、リハ西

医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

13

〈新興感染症発生時の県立病院の役割〉
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Ⅱ. 変革する医療への的確な対応
３ 病院DXの戦略的展開

① 診療機能の高度化や医療安全の向上、働き方改革等への対応、患者サービスの向上を
図るため、「県立病院DX推進プラン」に基づき、ＡＩ機能搭載Web問診や遠隔医療、
医療費後払い会計システム等、これまでの先行取組の成果の活用や、医師等の勤怠管
理システムの構築など全病院で有用性の高いＤＸの取組を進める。

② 医療機関を狙ったサイバー攻撃への対応として、データバックアップや不正アクセス
防止対策の実施、ＢＣＰの充実等、情報セキュリティ対策の強化に取り組む。

14
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

主要施策

診療機能の高度化・
医療安全の向上

・ＡＩを活用した放射線画像等の診断支援システムの導入拡大
・診療科等に応じたＡＩ機能搭載の問診システムの導入拡大
・医療情報を共有したコンサルテーション等の遠隔医療の導入拡大
・バイタル機器から電子カルテへの測定値の自動取込の運用開始

働き方改革等への
対応

・医師等の勤怠管理システムの構築
・電子カルテとの連携等が可能なスマートフォンの配備
・音声入力による電子カルテ記録システムの構築
・院内搬送、配膳等のロボットシステムの実証実験

患者サービスの向上 ・会計手続きを省略する医療費後払い会計システムの導入拡大
・マイナンバーカードの読み取り装置等のデバイスの整備

〈主なDXの取組〉

【AI画像診断支援システム】

【AI機能搭載問診システム】
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Ⅲ. 収支構造の最適化
１ 経営状況の概要

15
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

区分 R4年度
決算

R5年度
決算見込

R6年度
当初予算

前年度比較
(R6－R5)

経常収益① 161,131 163,101 171,887 8,786
入院収益 84,598 92,746 100,998 8,252
外来収益 38,198 39,809 41,125 1,316
一般会計繰入金 16,391 16,264 16,825 561
コロナ空床補償 9,692 1,140 － △1,140
その他収益 12,252 13,142 12,939 △203

経常費用② 164,107 172,191 176,694 4,503
給与費 79,265 81,211 82,502 1,291
材料費 44,012 47,885 49,209 1,324
経費 27,130 27,641 29,430 1,789
その他費用 13,700 15,454 15,553 99

経常損益③(①－②) △2,976 △9,090 △4,807 4,283
特別利益④ 2,307 274 44 △230
特別損失⑤ 7,871 601 1,436 835

3,218

純損益③＋④－⑤ △8,540 △9,417 △6,199 3,218
〈病院別経常損益〉

〈経営状況(13病院)〉 （単位：百万円）

（単位：百万円）

区分 R4決 R5決見 R6当初
病床利用率 74.8 78.6 83.4
入院単価 77,967 78,538 80,679
外来患者数（1日） 7,037 7,179 7,401
外来単価 23,154 23,609 23,671

〈業務量〉

尼崎 西宮 加古川 姫路 丹波 淡路 こころ こども がん 粒子線 陽子線 合計
R4決算 1,149 △144 1,356 △4,163 99 90 170 △49 △35 △955 △494 △2,976
R5見込 △1,315 △1,028 △1,134 △2,407 △870 △454 △179 △87 △279 △919 △418 △9,090
R6予算 514 △377 △798 △813 △970 159 △197 △261 △836 △853 △375 △4,807

※H31年度病床利用率：81.4％

（単位：％、円、人）

令和５年度は、はりま姫路総合医療セ
ンターのフルオープン等により医業収益
は増加したものの、コロナ空床補償の減、
物価高騰等による材料費・経費を中心と
したコストの増に加え、コロナ後の受療
行動の変化等により、病床利用率がコロ
ナ以前まで回復せず、収支が悪化してい
る。

令和６年度は、病床利用の回復を見込
み、経営改善対策の着実な実施に努める
ものの、各種費用の増加傾向は続き、経
常損益は引き続き赤字を見込んでいる。
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医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

２ 抜本的な経営改善に係る取組
① 令和６年度以降も経常赤字が見込まれ、更なる収益の確保と費用の抑制が喫緊の課題と

なっている。
② 経常赤字幅の縮減に向け、圏域ごとの医療需要を考慮した上で、適切な役割を果たす

ため、病院経営、企業経営、運営実務の専門家で構成する「県立病院経営対策委員会」
を設置し、委員会からの意見も踏まえながら、更なる経営改革の取組を検討・実施する。

③ 粒子線医療センターは、「県立粒子線医療センターのあり方検討委員会」を設置し、
経営赤字の解消に向けた今後のあり方検討を行う。

〈県立病院経営対策委員会開催状況〉
区分 日程 議論の内容

第１回 ７月12日 県立病院全体の経営状況と今後の収支見込
各病院の診療機能と経営上の課題

第２回 ９月11日 各病院の収支改善策についての意見交換・議論等

〈県立粒子線医療センターのあり方検討委員会開催状況〉
区分 日程 議論の内容

第１回 ６月４日 施設や患者、経営状況の現状及び施設開設後の環境変化の説明
検討すべき課題、論点の整理

第２回 ９月２日 粒子線医療センターの経営対策についての意見交換・議論等
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Ⅲ. 収支構造の最適化 17
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

（１）収益の確保
DPC対応力の強化による診療の効率化・均質化・標準化の実施や診療機能に見合った

収益の確保を図るとともに、各病院の実情に応じた経営改善対策を順次実施していく。

（２）費用の抑制
病院間ベンチマークシステムの活用や県立病院のスケールメリットを活かした診療

材料調達など材料費の適正化、委託業務見直しによる経費削減、医療機能に見合った
人員の適正配置等、各種コストの節減を図る。

病院 主な取組
尼 崎 ｸﾘﾆｶﾙﾊ゚ ｽ推進の取組等によるDPC 対応力の強化、PFMの拡充
西 宮 手術室稼働率の向上や患者増の見込める診療科への病床配分
加古川 外傷系２次救急患者の受入れ促進
姫 路 経営基盤の早期安定化に向けた患者の確保、医療機関訪問等による地域連携強化
丹 波 回復期リハビリテーション病棟の安定稼働
淡 路 ｸﾘﾆｶﾙﾊ゚ ｽ推進ﾁー ﾑによるﾊ゚ ｽ見直し・適用率の向上、急性期充実体制加算の取得
こころ 精神救急医療の更なる推進、地域医療機関等との連携強化
こども がんゲノム医療の充実等による小児がん医療の充実
が ん がん患者リハビリテーションの強化、バイオシミラーへの切替促進
粒子線 紹介元病院への周知や、患者対象の相談会開催等の積極的広報の展開
陽子線 こども病院と連携した小児がん患者の受入促進

〈各病院の主な取組〉
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Ⅲ. 収支構造の最適化
３ 適正な設備投資・施設管理

４ 一般会計負担の考え方
地方財政計画及び地方公営企業繰出金通知に基づき、診療報酬で賄うことが適当でない不適当

経費、診療報酬のみでは採算が取れない困難経費について、安定的かつ継続的に一般会計繰入金
を確保するとともに、地方財政計画や繰出基準を踏まえた見直しを適時・適切に実施する。

18
医療の質の更なる向上 収支構造の最適化 運営基盤の強化変革する医療への的確な対応

〈一般会計繰入金〉

（単位：百万円）

① 高度医療機器の整備をはじめとする設備投資は、必要性や採算性、 整備年度の平準化を
考慮して計画的に実施する。

② ＤＸの取組や医師の働き方改革プロジェクトチームにおける議論の結果を踏まえ、より
効果の高い機器から優先的に導入する。

③ スケールメリットを活かした一括発注・一括保守等、調達・維持コストの縮減を実施する。

区分 R6

不
適
当
経
費

看護師確保対策費
（院内保育事業運営損費等） 192
救急医療対策費
（救命救急ｾﾝﾀｰ収支損費等） 3,286

保健衛生行政経費
（感染症病床運営損費等） 635
共済組合追加費用 867
その他 262
小計 5,242

区分 R6

困
難
経
費

高度医療経費
（集中治療室運営損費等） 5,490
特殊医療経費
（精神病棟運営損費等） 3,138
建設改良経費
（企業債利息の一定割合） 577
基礎年金拠出金 2,243
小計 11,448

一般会計施策に伴うもの 135
収益的収支 合計 16,825
資本的収支（企業債の元金の一定割合） 7,682

(単位：百万円)
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Ⅳ. 運営基盤の強化
１ 医師・看護師等の県立病院を支える医療人材の確保・育成

優秀な医師の確保・育成や特定地域・診療科における医師不足の解消を図るため、
医師育成システムの構築や研修体制の充実、勤務環境の整備等、総合的な医師確保
対策を推進する。

19
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（１）医師確保対策の推進

内容

充実した臨床研修
プログラム等の実施

県立病院のスケールメリットを活
かした臨床研修医・専攻医向けの
各種研修・育成プログラムを提供

特定地域・診療科
医師の確保

修学資金制度等を活用し、地域医
療を担う医師や特定診療科の医師
確保対策を推進

〈医師の確保・育成に向けた主な取組〉

488
799 802 831 941 970 964139

303 328 343
345 408 449

53

118 119 120
130

136 146

H16 R1 R2 R3 R4 R5 R6

正規 専攻医 研修医
1,514 1,559

（単位：人）〈医師数の推移〉

項目 R4 R5 R6
臨床研修医採用数 70人 74人 75人
専攻医新規採用数 98人 97人 105人
救急医育成プログラム参加医師数 34人 39人 42人
麻酔科専門研修プログラム・
麻酔科医総合研修システム参加医師数 39人 36人 40人

680

1,220 1,249 1,294
1,416
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Ⅳ. 運営基盤の強化
１ 医師・看護師等の県立病院を支える医療人材の確保・育成

看護師の地域偏在を解消し、各病院の実情に応じた体制を確保するため、看護師の
需給状況を考慮した採用試験の実施等、多様な看護師確保対策を推進する。

20
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項目 内容
需給状況を考慮した
採用試験

新卒学生等の動向を踏まえ、複数
回・複数会場にて採用試験を実施

認定看護師等の育成
認定看護師や特定行為看護師の養
成派遣研修制度、他の県立病院に
派遣する長期研修制度等を実施

〈看護師の確保・育成に向けた主な取組〉

H30 R1 R2 R3 R4 R5

受験者 合格者 倍率〈看護師採用状況〉
（単位：人、倍）

988

340 353

909
1,016

419

1,358

422 497 455

1,129 1,121

2.91
2.58 2.42

3.22

2.27 2.46

（２）看護師確保対策の推進

（３）専門的人材の確保

項目 R3 R4 R5
看護師修学資金の貸与者数 70人 74人 75人
認定看護師等養成研修への新規派遣人数 10人 15人 14人

医療の高度化・専門化やＩＣＴの高度化等の医療を取り巻く環境変化に迅速かつ
的確に対応するため、求められる専門性を備えた職種・人材の確保に取り組む。
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Ⅳ. 運営基盤の強化
２ 働き方改革の推進

21
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① 「医師の働き方改革PT」の検討結果を踏まえ、タスクシフト・タスクシェアや
業務効率化、労務管理の適正化等に取り組み、医師の時間外労働の縮減を図る。

② フレキシブルな勤務形態の検討やＤＸによる業務効率化等、発現効果が高く実効性
のある取組から順次進め、全ての職員にとって働きやすく魅力ある職場環境の整備
を推進する。

③ 職員一人ひとりが高い倫理観に基づき誠実かつ公平・公正に業務を行い、組織力を
向上させるため、「兵庫県病院局コンプライアンス委員会」を設置し、コンプライ
アンス意識を向上させる取組を検討する。

区分 日程 議論の内容

第１回 ５月30日 現状報告、取組の方向性の検討

第２回 ７月29日
コンプライアンス指針（案）の検討
・コンプライアンス向上により目指す姿（目標）
・職員の行動規範
・コンプライアンス推進体制 等

〈兵庫県病院局コンプライアンス委員会 開催状況〉
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Ⅳ. 運営基盤の強化
２ 働き方改革の推進

内容

タスク・シフト／
シェアの推進

医師事務作業補助者や看護補助者などの人材確保
特定行為看護師の育成、特定行為の実施

負担軽減・業務の
効率化

患者や家族への病状説明の勤務時間内実施
複数主治医制、休日当番制の導入
ＡＩ問診、ＡＩ画像診断等の導入

労務管理の適正化 ＩＣカードによる勤怠管理システムの拡充
コンプライアンス指針の策定

勤務環境の改善
育児中の医師の短時間勤務制度の拡充
育児部分休暇の取得可能期間の拡充
大学からの医師派遣事業との連携

意識改革・風土改革 院長等による定期的な情報発信
患者や家族への啓発・協力依頼等

〈医師等の働き方改革に向けた主な取組〉

22
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【医師の働き方改革啓発ポスター（丹波）】



Hyogo Prefecture

Ⅳ. 運営基盤の強化
３ 患者満足度の向上

① 待ち時間の負担軽減や療養環境の向上に資するシステムの導入等、利便性を高める取組を推進する。
② 患者説明・相談機能の充実等、患者の立場に寄り添った取組を推進する。
③ 患者意識調査や病院運営懇話会等により、患者の意見を適切に病院運営に反映させる。

内容

患者呼出機、アプリ導入 診療時間が近付くと患者へ通知し、待ち時間の
負担軽減等を図る

医療費後払い会計システム クレジットカード登録により、診察後の会計手
続き無しで決済が可能

患者向けWi-Fi環境の整備 病棟にWi-Fi環境を整備し、入院患者へ快適な
療養環境を提供

きょうだいルーム 入院患者の兄弟姉妹を一時的に預かり、患者家
族の面会を支援

内容
がん患者等への相談支援 治療や療養生活、就労、外見の変化等に関する相談支援を実施

入退院支援センターの設置 入院申込みや入院前に必要な検査の予約、入院生活や必要な手続き等
の説明、退院後を見据えたサポートを行う部門を設置

〈患者の利便性を高める取組〉

〈患者の立場に寄り添う取組〉
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【患者呼出機】

【患者サポートセンター（尼崎）】


